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データ収集ソフトをお使いの前に 
 

 

  本製品に対応するWindowsOSは下記のとおりになりますので 

  お使いのパソコンにてご確認お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※上記以外の OS については対応しておりません。 (2015 年 1 月 20 日現在) 

  ※動作環境については第２章 動作条件を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows XP Professional(32 ビット) ○ 

Windows Vista Ultimate(32 ビット)SP1 ○ 

Windows 7 Professional(32/64 ビット) ○ 

Windows Server 2003 Standard Edition(32 ビット) ○ 

Windows Server 2008 R2 Standard(64 ビット) SP1 ○ 

注意   

 

 
本プログラムはAdministratorでログオンしてインストール 

してください。 

 

Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008 R2をお使いになる 

場合、下記手順が必要です。 

 

① UAC を無効にしてからインストールしてください。 

 

② LAN通信を行うのでファイヤーウォールの設定を無効にするか、 

例外許可の設定を行ってください。 

 

 



 

 

    Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008 R2 をご使用の場合には 

        インストール前に「ユーザーアカウント制御（ UAC）の設定を行います。 

 

        (１)Windows Vista の場合 

        「コントロールパネル」を開き「ユーザーアカウントと家族のための安全設定」 

        をクリックします。 

         

 

        「ユーザーアカウント」をクリックします。  

         



        「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」をクリックします。  

         

 

        「ユーザーアカウント制御（UAC）を使ってコンピュータの保護に役立たせる」 

        のチェックを外して「OK」をクリックします。  

         



 

        (２)Windows ７、Windows Server 2008 R2 の場合 

        「コントロールパネル」を開き「システムとセキュリティ」をクリックします。 

         

 

        「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。  

         

 

 

 

 

 



        「コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択」  

        を通知しないにスライドして「OK」をクリックします。  

         

 

        「はい」をクリックします。  
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・Core 2 Duoは米国Intel社の登録商標です。 

・Microsft 及び、Windows XP、Windows Vista、Windows 7、 

         Windows Server 2003、Windows Server 2008 R2、MSDE、SQL Server、 

         .NET Frameworkは米国Microsoft社の登録商標です。 

 

 

      ※この説明書の内容は、改善のため予告なしに一部変更することがありますのでご了承ください。 

 





 

 １  

 

 

 

 このたびはデータ収集ソフトをお買い求めいただき誠にありがとうございます。  

 

 

 【製品の確認】 

 

  次のものがお手元に揃っているかご確認下さい。 

  なお、ＣＤ－ＲＯＭは大切に保管して下さい。 

      ・「データ収集ソフト」ＣＤ－ＲＯＭ   ．．．１枚 

 

  ＣＤ－ＲＯＭ内には下記の取扱説明書／手順書が存在します。  

     ・「データ収集ソフト取扱説明書」 

     ・「ルーター設定マニュアル」 

       

 

 

 ※本プログラムを使用する場合は、下記のモジュールが必要となります。  

  ・ジョイントモジュール（ＷＶＭ） 

  ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）  

 

 ※この説明書では以下の用語を使用しています。 

     ・遠隔収集対応モジュール 

      ジョイントモジュール（ＷＶＭ）、Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）  

  の総称です。 

 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ）について 

      本製品は、ジョイントモジュール（ＷＶＭ）、またはＷｅｂ対応エネルギー  

監視モジュールに対して（ＷＴＭ）、インターネット経由で蓄積データの  

収集を行います。 

      本製品では、ジョイントモジュール（ＷＪＭ）のインターネット経由で  

      蓄積データの収集を行うことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 製品が届きましたら 

 



 

 ２  

 【対応製品】 

本製品は下記のリアルリンク製品に対応しています。 

 ・ＷＶＭ□シリーズ 

  

 ・ＷＪＭ□シリーズ 

 

 ・ＷＪＦシリーズ 

   ＰＡ２、 ＰＥ４、 ＰＡ３４、 ＡＩ１６、  ＶＴ４、  ＣＴ４ 

   ＡＥ８、 ＲＩ８、 ＴＨＩ１６、 ＤＯ１６、 ＤＩ１６ 

    ※ＷＶＭ□の対応機能ユニットについては、ＷＶＭ□取扱説明書を参照して下さい。 

   

 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＡシリーズ） 

   ＰＡＫＦＮ、 ＰＡＫＴＮ 

             

 ・ＷＫＭシリーズ（ＰＸシリーズ） 

   ＰＸＮＦＮ、 ＰＸＮＴＮ 

       

 ・ＷＲＬシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＭ５００、 ＤＭ５０１、 ＣＭ２ＴＲ、 ＣＭ２ＲＹ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＬＧ４ＴＲ、 ＬＧ８ＴＲ、 ＬＧ４ＲＹ、 ＬＧ８ＲＹ 

 

 ・ＷＲＢＴシリーズ 

   ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

   ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

   ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

   ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

   ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、 

ＤＴ１６ＴＤ 

   ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、 

ＤＲ１６ＲＹ 

   ＣＮ２ＴＲ、 ＣＮ４ＴＲ、 ＣＮ８ＴＲ 

   ＰＩ２Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ４Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ８Ｔ－Ａ□００ 

 

 ・ＷＫＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ、 ＡＥＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 



 

 ３  

 ・ＷＲＭシリーズ 

   ＰＡ１３ＡＴ、ＰＡ１３ＣＴ、ＰＡ１３ＦＴ、ＰＡ１３ＧＴ、ＰＡ１３ＫＴ、  

ＰＥ１３ＡＴ 

   ＰＡ３３ＡＴ、ＰＡ３３ＣＴ、ＰＡ３３ＦＴ、ＰＡ３３ＧＴ、ＰＡ３３ＫＴ、 

ＰＥ３３ＡＴ 

   ＡＥＴ－Ｃ、 ＰＦＴ－Ｐ 

   ＰＡ１３ＡＦ、ＰＡ１３ＣＦ、ＰＡ１３ＦＦ、ＰＥ１３ＡＦ  

   ＰＡ３３ＡＦ、ＰＡ３３ＣＦ、ＰＡ３３ＦＦ、ＰＥ３３ＡＦ  

   ＰＩ２９Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＰシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡＬＰＴ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡＬＰＦ 

  

・ＷＲＢＡシリーズ 

     ＰＩ２Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ４Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ８Ｆ－Ａ□０１ 

     ＤＩＯ２ＴＦ、ＤＩＯ４ＴＦ、ＤＩＯ２ＲＦ、ＤＩＯ４ＲＦ 

 

 ・ＷＲＢＣシリーズ 

     ＤＩ1６Ｆ、  ＭＡＩ８Ｆ、 ＤＩＯ８Ｆ、 ＲＩ８Ｆ 

   ＡＩ８Ｆ 

 

 ・ＷＲＭＣシリーズ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ  ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ  ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 

 ・ＷＣＤシリーズ 

   ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

   ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

       

・ＷＴＭシリーズ 

   ＰＥ６ＬＮ、 ＰＥ６ＬＡ 

      ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V9.30、 ＷＲＳ－ＰＭＳ V9.30、 

       ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V8.20 

       以降のバージョンで対応しています。 

 

 

 

 



 

 ４  

 

 

 

 本プログラムは各拠点に設置された遠隔収集対応モジュールよりインターネット経由で  

遠隔収集対応モジュールの蓄積データとイベントデータを収集します。  

 遠隔収集対応モジュールの蓄積インターバルと同期して、リアルタイムで収集要求を受信する  

方法と、１日１回の収集要求を受信する方法の選択が可能です。  

また日付指定範囲を設定しデータ収集する事も可能です。  

本プログラムで収集した蓄積データを、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）で帳票  

を作成することが可能です。 

最大３００拠点、３００台のジョイントモジュール、最大３００拠点、１１３４台の  

Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールのデータを収集することが可能です。  

 ジョイントモジュールは、１拠点（ルーター）に最大２台設置可能です。  

 Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールは、１拠点（ルーター）に最大５台設置可能です。  

 

  

 【動作環境】 

 

  １．ハードウェア 

    ・ＣＰＵ     ：インテル® Core™2 Duo プロセッサー 1.8GHz 以上 

    ・メモリ     ：２ＧＢｙｔｅ以上推奨 

    ・ハードディスク ：８０ＧＢｙｔｅ以上の空き 

    ・ＣＤ―ＲＯＭ  ：必須 

    ディスプレイ   ：ＸＧＡ１０２４×７６８以上 

    マウス      ：必須 

    10BASE-T ﾎﾟｰﾄ    ：必須 

 

  ２．ＯＳ 

 

 

 

 

 

  

※上記以外の OS については対応しておりません。 (2015 年 1 月 20 日現在) 

 

  ３．推奨ルーター 

・ＲＴ５８ｉ （ＹＡＭＡＨＡ製） 

 ※ルーターの設定については、ルーター設定マニュアルをご参照ください。  

 

 

Windows XP Professional(32 ビット) ○ 

Windows Vista Ultimate(32 ビット)SP1 ○ 

Windows 7 Professional(32/64 ビット) ○ 

Windows Server 2003 Standard Edition(32 ビット) ○ 

Windows Server 2008 R2 Standard(64 ビット) SP1 ○ 

第２章 動作条件 



 

 ５  

 

 【接続形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

       設定 DB           インストール 

                              ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽ(ﾒﾝﾃﾅﾝｽ) 

 

 

             MSDE2000  25 ﾎﾟｰﾄ使用 

 

     

               固定 IP 

 

 

 

                       ADSL/FOMA 回線 

                            ダイナミックＩＰ 

 

ﾙｰﾀ 1          ﾙｰﾀ 2         ﾙｰﾀ 299         ﾙｰﾀ 300 

 

ﾃﾞｰﾀ通知 

時計設定             ｲﾍﾞﾝﾄﾛｸﾞ通知                        ＤＭＺ 

                                                    

 

 

   ｼﾞｮｲﾝﾄ 1        ｼﾞｮｲﾝﾄ 2     ｼﾞｮｲﾝﾄ 298      ｼﾞｮｲﾝﾄ 299     WTM 

            LON1            LON2            LON299 

                                      ※Ａ（ＷＪＭ）  

 

※図中ＡのＷＪＭで利用できるオプション機能  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

収集サーバーPC の蓄積設定ツールでのデータ収集 利用不可 

収集サーバーPC の蓄積設定ツールでのイベントログ収集 利用不可 

CT 誤配線検出機能 利用可 

Web サーバー機能（収集サーバー PC での Web ブラウズ） 利用不可 

収集サーバーPC への警報発報機能 利用不可 

収集サーバーPC の蓄積設定ツールでのデマンド監視・制御機能 利用可 

収集サーバーPC の蓄積設定ツールでの間欠制御機能 利用可 

おんどとり SNVT 対応機能 利用不可 

モジュール登録ツール 
モジュールを登録すると、データベース内に  

モジュール登録情報が作成されます。 

蓄積設定ツール 
データベースにあるモジュール登録情報を使

用して蓄積設定、イベントログ設定をします。 

データ収集ソフト 
ジョイントモジュールから収集要求を  

受けた時、ＤＢの登録／蓄積設定情報を  

使用して、ジョイントモジュールの蓄積／  

イベントログデータを収集します。 

 

データベース管理ツール 
データ収集ソフトで使用するＤＢの登録、  

バックアップ用ＤＢの作成をします 

インターネット 

サーバーＰＣを使用する場合、 

データ収集ソフトメンテナンス時は、

専用回線または VPN によって 

サーバーＰＣと接続する 

 

日報・月報ソフト 

データ収集ソフトで 

収集した蓄積データを 

帳票作成します。 



 

 ６  

 

 

 

 データ収集ソフトを使用するための手順をご確認下さい。  

 

 【操作手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 操作手順 

インストール 本プログラムをインストールします。 Ｐ７ 

動作概要 
本プログラムを使用される時、必ず動作概要を 
お読み下さい。 Ｐ４ 

起動 本プログラムを起動します。 Ｐ１２ 

環境設定 受信ポート No、ファイルパス、ファイルサイズ 

の設定をします。 
Ｐ１４ 

日付指定収集 遠隔収集対応モジュールの収集要求の設定と 

日付指定収集設定をします。 

蓄積ファイル 蓄積ファイルのフォーマットについて 

ログファイル 本ツールで作成されるログファイルについて 

Ｐ１８ 

Ｐ２７ 

Ｐ３４ 



 

 ７  

 

 

 

 データ収集ソフトをコンピュータにインストールします。  

   

 注意！ 

インストールする場合、インストールする前に必ず 

『administrator』でログインして下さい。 

 

４－１．Microsoft .Net Framework のインストール  

   お使いのパソコンに Microsoft.NET Framework1.1 がインストールされていない状態で 

プログラムのインストールを実行すると、下記のメッセージが表示されます。  

   インストールされている場合は「４－２ プログラムのインストール」に進んでください。 

  

 

    メッセージが表示されましたら、本プログラムより先に Microsoft.NET Framework1.1 

    をインストールする必要があります。 

    いいえをクリックし、【１】から【４】の手順を行ってください。  

 

【１】ＣＤドライブに『データ収集ソフト』が入っているＣＤ－ＲＯＭ
 
を挿入します。 

 

  【２】『スタート』メニューから『コントロールパネル』の  

     『プログラムの追加と削除』より『プログラムの追加』を選択して、  

     『ＣＤまたはフロッピー』をクリックします。 

 

  【３】『次へ＞』をクリックして、『参照（Ｒ）』より下記のファイルを指定して下さい。 

      下記のように入力して下さい。 

      ×：￥ＶＳＳ￥ｄｏｔｎｅｔｆｘ．ｅｘｅ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プログラムのインストール 

インストールＣＤ挿入ドライブ名 

インストールＣＤ挿入ドライブ名 



 

 ８  

  【４】『完了』をクリックするとインストールＣＤの読み込みが開始されます。  

      インストールが終了しましたら、 

      「４－２ プログラムのインストール」へお進みください。 

 

 

４－２．プログラムのインストール 

 

  【１】ＣＤドライブに『データ収集ソフト』が入っているＣＤ－ＲＯＭ
 
を挿入します。 

 

 

  【２】『スタート』メニューから『コントロールパネル』の  

     『プログラムの追加と削除』より『プログラムの追加』を選択して、  

     『ＣＤまたはフロッピー』をクリックします。 

 

  【３】『次へ＞』をクリックして、『参照（Ｒ）』より下記のファイルを指定して下さい。 

      下記のように入力して下さい。 

      ×：￥ＶＳＳ￥Ｓｅｔｕｐ．ｍｓｉ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールＣＤ挿入ドライブ名 

インストールＣＤ挿入ドライブ名 



 

 ９  

  【４】『完了』をクリックするとインストールＣＤの読み込みが開始され、  

      下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【５】下記の画面を表示後、『次へ（Ｎ）』をクリックします。 

     データ収集ソフトのセットアップを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １０  

  【６】インストール先のフォルダを確認後、『すべてのユーザー（Ｅ）』を選択し 

      『次へ（Ｎ）』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【７】インストール先の確認画面を表示します。 

      『次へ（Ｎ）』をクリックしインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １１  

  【８】データ収集ソフトのインストールを開始します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【９】下記の画面が表示されたら、『閉じる（Ｃ）』をクリックして下さい。 

     インストール完了です。Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １２  

 

 

 

５－１．プログラムの起動 

   本プログラムを起動します。 

 

注意！ 

本プログラムの安定運用のために収集が行われない時間帯でパソコン、または 

サーバーの定期的（1 か月に１度程度）な再起動を推奨いたします。 

 

注意！ 

本プログラムを起動する前に、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）と 

蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）をインストールし、モジュールの登録と 

蓄積設定を行ってから起動して下さい。 

 

注意！ 

蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）の蓄積基本設定で蓄積のインターバルを 

1 分にした状態で蓄積サンプリングと同期させた収集は行わないでください。 

 

注意！ 

蓄積サンプリング時間が 30 分未満の設定で 50 拠点以上のデータを収集する 

システムの場合は弊社までご相談ください。 

 

注意！ 

本プログラムで使用している遠隔収集対応モジュールの設定変更、削除を行う 

場合、本プログラム起動中は、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で変更、 

削除を行う事は出来ません。 

本プログラムを終了してから、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を起動して 

ください。 

蓄積設定の変更方法については、「８－３．設定の変更と削除について」 

をご参照ください。 

 

注意！ 

本プログラム起動中は、データベース管理ツールまたは、モジュール登録ツール

（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を起動することは出来ません。 

データベース管理ツールまたは、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を

使用する場合、本プログラムを終了後にデータベース管理ツールまたはモジュー

ル登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を起動してください。 

モジュールの登録、削除については「８－３．設定の変更と削除について」 

をご参照ください。 

 

 

第５章 起動 



 

 １３  

   【１】『スタート』をクリックしスタートメニューを表示します。 

 

   【２】『すべてのプログラム（Ｐ）』を選択後、『リアルリンク ツール』を選択します。 

 

   【３】『データ収集ソフト』をクリックします。 

 

 

 

 

     【４】以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １４  

 

６－１．環境設定画面 

  プルダウンメニューから、『環境設定』を選択しますと以下の画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 操作 



 

 １５  

６－１－１．環境設定タブ 

 

   環境設定画面の環境設定タブを指定しますと以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   環境設定タブでは以下の設定を行ないます。 

    ・使用モード 

    ・受信ポートＮｏ 

    ・蓄積ファイル格納パス 

    ・イベントログファイル格納パス 

    ・イベントログサイズ 

    ・表示イベントログファイル格納パス 

    ・表示イベントログサイズ 

    ・通信ログファイル格納パス 

    ・通信ログサイズ 

    ・サム値 

 

 

 



 

 １６  

   【１】使用モードを設定します。 

      使用モードの設定は、ＣＳＶファイルの作成方法を変更できます。  

      ＣＳＶファイルについての詳細は「６－３ 蓄積ファイル」を参照して下さい。 

      日報・月報ソフトを使用して帳票表示を行う場合、チェックを入れて下さい。  

      ※日報・月報ソフトで日報の詳細設定を設定済みのＰＣではチェックを外すことは  

       出来ません。 

      ※日報・月報ソフトがインストールされていないとデフォルトはチェックなしです。 

 

  【２】受信ポートＮｏを設定します。 

      蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）の蓄積設定時、遠隔収集対応モジュールに設定 

したＷＡＮポートＮｏと同じポートＮｏを設定して下さい。  

      デフォルト値：16143 

      設定範囲：0～65511 

 

   【３】蓄積ファイル格納パスを設定します。 

      デフォルト値：C:\RialHost\PMS\CSVFILE 

      『参照』ボタンをクリックするとフォルダ参照画面を表示します。  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【４】イベントログファイル格納パスを設定します。  

      デフォルト値：インストール先のパス 

      『参照』ボタンをクリックすると【１】と同様にフォルダ参照画面を表示します。 

 

   【５】イベントログサイズを設定します。 

      デフォルト値：1MByte 

      設定範囲：1～5MByte 

 

   【６】表示イベントログファイル格納パスを設定します。  

      デフォルト値：インストール先のパス 

      『参照』ボタンをクリックすると【１】と同様にフォルダ参照画面を表示します。 

 



 

 １７  

 

   【７】表示イベントログサイズを設定します。 

      デフォルト値：1MByte 

      設定範囲：1～5MByte 

 

   【８】 通信ログファイル格納パスを設定します。 

       デフォルト値：インストール先のパス 

       『参照』ボタンをクリックすると【１】と同様にフォルダ参照画面を表示します。  

 

   【９】 通信ログサイズを設定します。 

       デフォルト値：1MByte 

       設定範囲：1～5MByte 

 

   【１０】サム値を使用して通信を行うかを設定します。  

       デフォルト値：なし 

       設定範囲：あり／なし 

       ※サム値を使用する場合、遠隔収集対応モジュールにもサム値の設定をする  

必要があります。 

 

   【１１】『設定』ボタンをクリックしますと設定を更新します。  

       受信ポートＮｏを変更した場合、プログラムの再起動メッセージを表示  

しますのでプログラムを再起動して下さい。 

       プログラムの再起動を行なわないと受信ポートの設定は更新されません。  

       

       ※『画面終了』ボタンでは、設定を更新しません。 



 

 １８  

６－１－２．日付指定収集タブ 

 

   環境設定画面の環境設定タブを指定しますと以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   モジュール登録ツールで遠隔収集対応モジュールを登録し、  

蓄積設定ツールで蓄積設定を行なった遠隔収集対応モジュールがリストに表示されます。 

   モジュール名、コメントはモジュール登録した時に設定したモジュール名、コメントを  

   表示します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １９  

   画面を最大化しますと以下の画面になります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日付指定収集タブでは以下の設定を行ないます。 

    ・収集開始日時 

    ・収集終了日時 

    ・収集要求送信時間 

    ・ディレイ時間 

    ・日付指定収集要求送信時間１～６ 

    ・ハートビート間隔 

 

※本プログラムでは、収集要求時間の設定で下記の２パターンで収集を行う事が出来ます。 

 収集方法についての詳細は、『８－２  データ収集方法について』を参照して下さい。 

 

※日付指定収集要求送信時間、収集開始日時、収集終了日時の設定は、データ欠損が  

発生した場合、使用します。 

   データが欠損した場合の手順についての詳細は、 

『８－４ データ欠損時の対応について』を参照して下さい。    

 

   

    



 

 ２０  

【１】収集要求送信時間を設定します。 

   収集要求送信時間で時刻を設定すると、設定した時刻に１日１回蓄積データの収集  

を行います。 

収集要求送信時間で時刻を設定しない場合、遠隔収集対応モジュールの  

蓄積インターバルに同期して蓄積データの収集を行います。  

      遠隔収集対応モジュールの蓄積データをデータ収集ソフトが収集する時間を設定  

      します。 

      デフォルト値 ：蓄積設定ツールで設定した値 

      設定範囲  ：00:00～23:59 

              日付指定収集要求送信時間１～６との時間の重複は 

出来ません。 

      設定するモジュールの収集要求送信時間の欄をダブルクリックします。  

      以下の様にカーソルが表示され値の変更が可能になります。  

 

 

 

 

   【２】ディレイ時間を設定します。 

      遠隔収集対応モジュールの蓄積データを収集する時間のディレイ時間（秒）の  

設定をします。 

 

      例）収集要求送信時間 03:00、日付指定収集要求送信時間 05:10 

        ディレイ時間 20 の設定の時 

        遠隔収集対応モジュールは収集要求を 03:00:20 に収集を開始し、 

        日付指定収集要求を 05:10:20 に収集を開始します。 

 

      デフォルト値：蓄積設定ツールで設定した値 

      設定範囲：0～1800 

 

      設定するモジュールのディレイ時間の欄をダブルクリックします。  

      以下の様にカーソルが表示され値の変更が可能になります。  

 

 

 

 



 

 ２１  

   【３】日付指定収集要求送信時間１～６を設定します。 

      遠隔収集対応モジュール内の蓄積データに対し、 

日付指定した蓄積データを収集する時間を設定します。  

ブランクに設定しますと日付指定した収集を行いません。  

      デフォルト値：ブランク 

      設定範囲：00:00～23:59 またはブランク 

           収集要求送信時間と日付指定収集要求時間との時間の重複は  

           出来ません。 

 

      設定するモジュールの日付指定収集要求送信時間１～６の欄を  

      ダブルクリックします。 

      以下の様にカーソルが表示され値の変更が可能になります。  

 

 

 

 

※日付指定収集要求送信時間１～６を設定した場合、遠隔収集対応モジュールは  

蓄積インターバルに同期した収集は行われなくなる為、データ欠損時に  

設定を行ってください。 

データが欠損した場合の手順についての詳細は、 

『８－３ データ欠損時の対応について』を参照して下さい。     

   

 

   【４】収集開始日時を設定します。 

      遠隔収集対応モジュールがデータ収集ソフトで日付指定収集要求時間に収集する

蓄積データの日付（開始日時）を設定します。 

      ブランクに設定しますと日付指定収集を行いません。 

      また日付指定収集が成功すると収集開始日時、収集終了日時をクリア  

      （ブランクの状態）します。 

 

      デフォルト値：ブランク 

      設定範囲：2000/01/01 00～現在日時 またはブランク 

           収集終了日時なしの設定は出来ません。 

           収集終了日時より遅い日時の設定は出来ません。 

           日付指定収集要求時間１～６の設定を１つ以上設定しないと  

           設定出来ません。 

 

      設定するモジュールの収集開始日時の欄をダブルクリックします。  

      以下の様にカーソルが表示され値の変更が可能になります。  

 

 

 

 



 

 ２２  

   【５】収集終了日時を設定します。 

      遠隔収集対応モジュールがデータ収集ソフトで日付指定収集要求時間に収集する

蓄積データの日付（終了日時）を設定します。 

      ブランクに設定しますと日付指定収集を行いません。  

      また日付指定収集が成功すると収集開始日時、収集終了日時をクリア  

      （ブランクの状態）します。 

 

      デフォルト値：ブランク 

      設定範囲：2000/01/01 00～現在日時 またはブランク 

           収集開始日時なしの設定は出来ません。 

           収集開始日時より早い日時の設定は出来ません。 

           日付指定収集要求時間１～６の設定を１つ以上設定しないと  

           設定出来ません。 

 

      設定するモジュールの収集終了日時の欄をダブルクリックします。  

      以下の様にカーソルが表示され値の変更が可能になります。  

 

 

 

 

   【６】ハートビートの送信間隔を設定します。 

   ハートビートとは、遠隔収集対応モジュールが使用しているルーター側  

ＩＰアドレスをデータ収集ソフトに通知する機能です。  

      遠隔収集対応モジュールがデータ収集ソフトにハートビートを送信する間隔を  

設定します。 

       

 

 

 

 

 

 

      デフォルト：蓄積設定ツールで蓄積設定時に指定した値  

      設定範囲：０／１／５／３０／６０／１２０／２４０（分）  

       ※０を指定した場合、ハートビートは送信されません。  

 

   【７】『設定』ボタンをクリックしますと設定を更新します。 

      設定の更新はＤＢに行ないますので、更新した時点では遠隔収集対応モジュール  

      内の設定は更新されていません。 

      遠隔収集対応モジュールに設定するタイミングは以下の場合です。  

      ・遠隔収集対応モジュールから蓄積データを収集した時  

      ※ハートビート受信時には、遠隔収集対応モジュール内の設定は更新されません。 

    



 

 ２３  

６－２．プログラム起動画面 

  プログラム起動後ＤＢに接続成功した場合に以下の画面を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
イベントを表示します。 



 

 ２４  

 

６－２－１．イベント表示 

 

  プログラム起動画面に日時、イベント内容を表示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イベント表示は最大１０００件まで表示します。 

  １０００件を超える場合は“Ｎｏ”の２～１０００をクリアし新たに  

  “Ｎｏ”の２からイベントを表示します。 

  イベントの内容が“収集異常”、“データベース接続異常”、“収集中ファイル作成失敗”、

“収集中ファイルオープン失敗”、“ファイルリカバリー失敗”の場合  “Ｎｏ”の色が 

  赤になります。 

 

  “収集終了”のイベント表示内容 

   C0100001 収集終了(11:51:20～) イベント 3 件 

    

           収集開始時間 

   モジュール名称        ※１ イベント件数 

 

  “収集異常”のイベント表示内容 

   C0100003 収集異常(11:52:45～) イベント 3 件 エラーコード(ＲＯ) 

    

           収集開始時間        ※２ エラーコード 

   モジュール名称        ※１ イベント件数 

 

 

  ※１ イベント件数は遠隔収集対応モジュールから収集したイベントデータより 

     ＬＯＮ通信エラー、ＬＡＮ通信エラー、起動／停止、コンパクトフラッシュ状態異常、  

ハード障害のイベントが発生した件数を表示します。  

     イベントの詳細は『７－１ イベントログファイル』を参照して下さい。   



 

 ２５  

  ※２ エラーコードの詳細は以下の内容になります。 

 

エラーコード 内容 考えられる要因 

RO 蓄積チャンネル数問い合わせ失敗。 

蓄積チャンネル数不整合。 

・通信状態が不安定 

・蓄積設定ツールで蓄積チャンネル数

設定を変更した後にデータベース管

理ツールで設定のエクスポートを行

っていない。 

DB ＤＢ接続失敗。 ・ＤＢ更新失敗。 

・ＤＢと接続失敗。 

UL 蓄積データ収集失敗。 ・通信状態が不安定。 

EU イベントデータ収集失敗。 ・通信状態が不安定。 

AR 時計校正失敗。 ・通信状態が不安定。 

R1 収集要求送信時間設定失敗。 ・通信状態が不安定。 

R2 日付指定収集要求送信時間設定失

敗。 

・通信状態が不安定。 

R3 送信ディレイ時間設定失敗。 ・通信状態が不安定。 

Port：ﾎﾟｰﾄ No LAN ポート OPEN 失敗。 ・他のプログラム等でＬＡＮのポート 

 が使用されている。 

 

   上記エラーコードの他にイベントには下記が表示される事があります  

イベント表示 内容 

起動 プログラムを起動した時に表示されます。 

収集中ファイル作成失敗 蓄積データ収集中にファイル書き込み動作が 

失敗しました。 

次回蓄積データ収集時、またはプログラム再起

動時に収集済みの蓄積データが書き込まれま

す。 

収集中ファイルオープン失敗 蓄積データ収集前に、ファイルオープン動作に

失敗しました。 

次回蓄積データ収集時、収集されなかった蓄積

データも収集されます。 

ファイルリカバリー失敗 プログラム起動時に表示されます。 

蓄積データ収集時に、蓄積データを蓄積ファイ

ルに書き込む事に失敗し、リカバリー処理時に

も失敗した場合に表示されます。 

データベース接続異常 データベースの接続に失敗した場合に表示され

ます。 

 

 

６－２－２．イベントクリア 

 

  プルダウンメニューから、『イベントクリア』を選択しますと確認画面を表示後  

  イベント表示をクリアします。（“Ｎｏ”の１の“起動”イベントは残ります。）  
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６－２－３．バージョン確認 

 

  プルダウンメニューから『ヘルプ』から、『バージョン情報』を選択しますと  

バージョン情報画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

  確認後、「画面終了」ボタンをクリックして下さい 
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６－３．蓄積ファイル 

  遠隔収集対応モジュールが蓄積したデータを収集してファイルに保存します。  

  蓄積ファイルは、「６－１－１ 環境設定タブ」内の「使用モード」で設定します。 

  使用モードが 

  「日報・月報ソフトで帳票を表示する」にチェックをしない場合、  

  蓄積ファイルは遠隔収集対応モジュール１台につき１ファイルを作成します。 

  「日報・月報ソフトで帳票を表示する」にチェックをした場合、  

  蓄積ファイルは蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で作成された蓄積ファイルを使用します。 

 

６－３－１．日報・月報ソフトで帳票を表示しない場合 

 

６－３－１－１．格納パスとファイル名 

 

   蓄積ファイルを保存する為にＷＯＲＫフォルダとＤＢフォルダを使用します。  

   以下のパスを使用します。 

 

   ・ＷＯＲＫフォルダ 

    ①￥②￥ＷＯＲＫ￥モジュール名称 000.ＤＡＴ  

   ・ＤＢフォルダ 

    ①￥②￥ＤＢ￥モジュール名称 000.ＤＡＴ  

 

   ①『６－１－１ 環境設定タブ』で指定した蓄積ファイル格納パス 

   ②モジュール名称の先頭から３文字 

    ※モジュール名称が３文字以内の場合、②はモジュール名称になります  

 

   例）蓄積ファイル格納パス“C:\imart\storage” 

     モジュール名称“C0100001” 

 

    格納パス 

    ・ＷＯＲＫフォルダ 

     C:\imart\storage\C01\WORK\C0100001000.DAT 

    ・ＤＢフォルダ 

     C:\imart\storage\C01\DB\C0100001000.DAT 
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６－３－１－２.蓄積ファイル保存動作 

 

   蓄積ファイルは以下の動作でファイルを保存します。  

   ①ＷＯＲＫフォルダにファイルを作成しデータ収集したデータを保存します。  

   ②データ収集が成功した時にＤＢフォルダに移動します。  

 

   ○基本動作 

 

                   遠隔収集対応モジュール 

 

                 データ収集成功 

 

 

 

                    データ収集ソフト 

 

    ＷＯＲＫフォルダ  データ保存     ＤＢフォルダ       

 

 

 

 

 

               ファイル移動 

 

 

   以下の場合はＤＢフォルダに移動しません。 

   ○データ収集失敗 

 

                   遠隔収集対応モジュール 

 

                 データ収集失敗 

 

 

 

                    データ収集ソフト 

 

    ＷＯＲＫフォルダ  データ保存     ＤＢフォルダ       

 

 

 

 

 

              ファイル移動しません 

蓄積 

ファイル 

蓄積 

ファイル 
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   ○ＤＢフォルダにすでにファイルが存在している。  

 

                   遠隔収集対応モジュール 

 

                 データ収集成功 

 

 

 

                    データ収集ソフト 

 

    ＷＯＲＫフォルダ  データ保存     ＤＢフォルダ       

 

 

 

 

 

              ファイル移動しません 

 

 

 

   ○日付指定収集の時 

 

                   遠隔収集対応モジュール 

 

                 データ収集成功（日付指定収集） 

 

 

 

                    データ収集ソフト 

 

    ＷＯＲＫフォルダ  データ保存     ＤＢフォルダ       

 

 

 

 

 

               ファイル移動 

 

 

蓄積 

ファイル 

蓄積 

ファイル 

蓄積 

ファイル 
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６－３－１－３．データフォーマット 

 

   蓄積ファイルをメモ帳で開くと以下の様に保存されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ①        ②    ③  ④   ⑤    

   ①蓄積データ年月日時分 

   ②端末ＩＤ（００モジュール名称 １０桁） 

    ※モジュール名称が８桁以内の場合、モジュール名称の後ろに半角スペースを含め、  

     端末ＩＤを１０桁にします。 

   ③蓄積チャンネルＮｏ（Ｗ０ＸＸ） 

    

               蓄積設定をしたＮｏ１～２５６から１をマイナスした１６進数  

④データ種別（０固定） 

   ⑤計測値： 

     ・アナログデータ・・・小数点２桁（小数点３桁目を四捨五入）  

     ・デジタルデータ・・・０／１ 

     ・カウントデータ・・・差分データ小数点２桁（小数点３桁目を四捨五入）  

     ・電力量データ ・・・差分データ小数点２桁（小数点３桁目を四捨五入）  

 

   ※カウントデータ、電力量データは遠隔収集対応モジュールに積算値で蓄積されます。 

    本モードでは収集終了後に、前回収集時の計測値をファイルに保存し、次回収集時に  

ファイルを参照し差分処理を行っています。 

    収集時に通信エラー等によりデータが存在しない場合蓄積データは“  ”となります。 

計測値が復帰した場合、最後に計測出来た値からの差分値が蓄積ファイルに保存します。 

    日付指定収集の場合、指定時刻の計測値が存在しない為、指定時刻初回のカウントデータ、

電力量データは蓄積ファイルに保存されません。 

    詳細は 7－3－4 データパターンを参照して下さい。 

    差分計算用のファイルは下記に保存されます。 

     通常収集用  ：蓄積設定ツールインストールパス \SS_CSV\モジュール名称.txt 

     日付指定収集用：蓄積設定ツールインストールパス \SS_OTCSV\モジュール名称.txt 
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６－３－１－４．データパターン 

 

   ・計測回路の入力がない場合、通信に失敗した場合蓄積データ“  ”になります。 

 

 

   ・遠隔収集対応モジュールが蓄積中に蓄積設定を追加した場合、蓄積設定を行なった時間  

    より以前の蓄積データはすべて“ ”になります。 

 

 

   ・差分データで、蓄積を開始した初回のデータは蓄積データが“  ”になります。 

 

 

   ・差分データで、蓄積設定ツールでスケーリング値を変更した場合、変更後に蓄積した  

初回のデータは蓄積データが“ ”になります。 
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６－３－２．日報・月報ソフトで帳票を表示する場合 

 

６－３－２－１．格納パスとファイル名 

 

   蓄積ファイルは蓄積設定ツールで作成される蓄積ファイルを使用します。  

   パスは下記になります。 

    C:\RialHost\PMS\CSVFILE\ファイル名.DAT 

       蓄積設定ツールインストールパス 

    

   ファイル名は下記の名称で作成されます。 

ファイル名： 

     ＺＺＺＺＺＺＺＺ ＹＹＹＹＹＹＹＹ ＸＸＸＸＸＸＸＸ Ｕ ＷＷ Ｖ．ＤＡＴ 

       蓄積をする    モジュール名称  チャンネル名         データ種別 

       モジュール名                        蓄積Ｎｏ 

                                  ユニット－サブユニット 

 

６－３－２－２．蓄積ファイル保存動作 

 

   蓄積ファイルはデータ収集後、追加モードでファイルに書き込まれます。  

    

６－３－２－３．データフォーマット 

 

   蓄積ファイルをメモ帳で開くと以下の様に保存されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ①        ②    

   ①蓄積データ年月日時分 

   ②蓄積データ 

   ※カウントデータ、電力量データは遠隔収集対応モジュールに積算値で蓄積されます。 

    本モードでは、蓄積ファイルに書き込まれるカウントデータ、電力量データは積算値で  

    書き込まれます。 

    収集時に通信エラー等によりデータが存在しない場合蓄積データは“―”となります。  

～ ～ ～ ～ ～ 

～ ～ ～ ～ ～ 
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６－３－２－４．データパターン 

 

   ・計測回路の入力がない場合、通信に失敗した場合蓄積データ“―”になります。  

 

 

   ・遠隔収集対応モジュールが蓄積中に蓄積設定を追加した場合、蓄積設定を行なった時間  

    より以前の蓄積データはすべて“―”になります。 

 

 

６－３－２－５．日報・月報ソフト帳票表示について 

 

   本モードでは、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）と同様のファイル／フォーマットで  

蓄積ファイルが作成される為、蓄積ファイルを使用して、日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＶＳＳ） 

で帳票設定／日報表示／月報表示を行うことが出来ます。  

 

 

 日報・月報ソフト使用時の蓄積ファイル内データについて 

  本モードで作成された蓄積ファイルは、日報・月報ソフトで帳票表示時に参照し、  

蓄積ファイル内の蓄積データをデータベースにインポートされます。  

インポート時に蓄積ファイル内の蓄積データはクリアされます。  

日報設定をされていない蓄積ファイルは、蓄積データを収集される毎にファイルサイズ  

が大きくなる為、日報設定を行わない要素については蓄積設定を行わないで下さい。  

 

 

 蓄積データ収集と帳票表示について 

蓄積データ収集が行われている時に帳票表示を行うと、帳票表示中に  

「蓄積ファイルは他のプログラムで使用されています」というメッセージが表示されます。 

また、帳票表示中に蓄積データ収集が行われると、蓄積データ収集が失敗し、  

データ収集ソフトのメイン画面に「収集中ファイルオープン失敗」、  

「収集中ファイル作成失敗」が表示されます。 

  帳票表示は、蓄積データ収集が行われない時間に行ってください。  

また、日報・月報ソフトの自動印刷保存オプションを使用する場合、蓄積サンプリング  

時間と同期して収集を行うと、必ず蓄積データ収集と自動印刷保存が同時に動作する為、  

収集動作、または帳票作成に失敗します。 

自動印刷保存オプションを使用する場合は、収集要求送信時間を設定し、１日１回の蓄積  

データ収集を使用して下さい。 

 

 

   日報・月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ）の帳票設定方法については、  

   日報・月報ソフト取扱説明書を参照して下さい。 
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７－１.イベントログファイル 

 

  遠隔収集対応モジュールが蓄積したイベントデータを収集してファイルに保存します。  

  イベントログファイルは遠隔収集対応モジュール１台に１ファイル作成します。  

 

７－１－１.格納パスとファイル名 

 

   以下のパスを使用します。 

 

 ①￥ＥＶＥＮＴ￥②￥モジュール名称 .ＬＯＧ   

 

   ①『５－１－１ 環境設定タブ』で指定したイベントログファイル格納パス  

   ②モジュール名称の先頭から３文字 

    ※モジュール名称が３文字以内の場合、②はモジュール名称になります  

 

   例）イベントログファイル格納パス“ C:\RialHost\DataCollection” 

     モジュール名称“C0100001” 

      

     C:\ RialHost \DataCollection\Event\C01\C0100001.LOG 

 

 

第７章 ログファイル 
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７－１－２.データフォーマット 

 

   ジョイントモジュールのイベントログファイルをメモ帳で開くと以下の様に保存されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年月日時分秒     ｲﾍﾞﾝﾄ種別  ｲﾍﾞﾝﾄ名称      詳細情報    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 

         ｲﾍﾞﾝﾄ種別Ｎｏ 

 

  ジョイントモジュールのイベント種別Ｎｏ、イベント種別、イベント名称、詳細情報は  

以下の内容になります。 

 

イベント

種別No 

イベント種別 イベント名称 詳細情報 

02 蓄積 差分収集 瞬時蓄積データ 

時間収集 瞬時蓄積データ 

収集 瞬時蓄積データ 

蓄積同期収集要求送信 収集終了 

収集要求送信 

収集要求再送信 

日付指定収集要求送信 

05 LON 通信エラー 異常発生 S/N 情報 

06 LAN 通信エラー 異常発生 DIGI 通信 

収集要求送信 収集エラー(エラー発生フェーズ) 

※ 収集要求再送信 

日付指定収集要求送信 

08 起動／停止 本体停止 MMI 操作 

本体起動 本体電源 

09 時計校正 設定変更 時計校正(校正前時刻) 

10 コンパクトフラッシ

ュ状態 

異常発生 CF 書き込み 

CF 読み込み 

11 ハード障害 異常発生 RAM 

フラッシュ 

FRAM 書き込み 

メイン P1 通信 

12 パラメータ設定 _変

更_削除 

設定変更 蓄積データ削除 

蓄積設定(蓄積 No) 

蓄積設定(基本) 

設定追加 蓄積設定(蓄積 No) 

設定削除 蓄積設定（全蓄積） 

蓄積設定(蓄積 No) 
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  Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールのイベント種別Ｎｏ，イベント種別、イベント名称、 

詳細情報は以下の内容になります。 

 

   Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールのイベントログファイルをメモ帳で開くと以下の様に  

保存されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         年月日時分秒    ｲﾍﾞﾝﾄ名称 詳細情報  

               ｲﾍﾞﾝﾄ種別Ｎｏ 

 

  Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールのイベント種別Ｎｏ、イベント名称、詳細情報は  

以下の内容になります。 

 

イ ベ ン ト

種別No 

イベント名称 詳細情報 

01 警報,発生 警報 LL 発生(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 LO 発生(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 HI 発生(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 HH 発生(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報発生(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報,復帰 警報 LL 復帰(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 LO 復帰(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 HI 復帰(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報 HH 復帰(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

警報復帰(No.監視Ｎｏ,警報ポイント名称) 

【メール異常】“警報イベント内容” なし 

02 蓄積 収集要求送信,収集終了 

収集要求再送信,収集終了 

日付指定収集要求送信,収集終了 

蓄積同期収集要求送信,収集終了 

06 

 

LAN 通信エラー 収集要求送信,収集エラー(通信エラー内容) 

日付指定収集要求送信,収集エラー(通信エラー内容) 

蓄積同期収集要求送信, 収集エラー(通信エラー内容) 

08 PowerOFF なし 

Ready なし 

IP Address Initial なし 

LAN SW ON 

 OFF 

Telnet ini Initial なし 

SET SW Initial なし 
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イ ベ ン ト

種別No 

イベント名称 詳細情報 

08 Reset Start  Telnet 

Power 

Error 

Watch Dog Reset Start なし 

09 RTC Set From yyyy/mm/dd hh:MM:ss 

11 AD Time Out Error AI 

RI 

AD Data Error AI:yyyyyy 

RI:yyyyyy 

Program SUM Check Error なし 

RAM Check Error なし 

FRAM SUM Check Error なし 

FRAM Check Error なし 

FRAM Write Error xxxx 

FRAM Read Error xxxx 

RTC Error COM 

BAT 

TMS Error SUM 

PRG 

WDT 

NUL 

CMD 

LEN 

File System Error Init 

Write 

Read 

Cmp 

Open 

Close 

12 

 

LAN Link Down 

Up 100/D 

Up 100/H 

Up 10/D 

Up 10/H 

 

 ※ エラー発生フェーズは以下の内容になります。 

 

エラー発生フェーズ 内容 

収集要求 収集要求を送信後に通信エラー発生 

チャンネル数確認 チャンネル数応答送信後に通信エラー発生 

蓄積収集 蓄積データを送信後に通信エラー発生 

イベント収集 イベントデータを送信後に通信エラー発生 

時計校正設定 時計校正設定応答後に通信エラー発生 

収集要求送信時間設定 収集要求送信時間設定応答後に通信エラー発生 

日付指定収集要求時間設定 日付指定収集要求時間設定応答後に通信エラー発生 

 

７－１－３.ファイルサイズ 

 

   『５－１－１ 環境設定タブ』で指定したイベントログファイルサイズで指定した  

   サイズを超えた場合、古いデータから削除を行いファイルサイズの調整をします。  
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７－２.表示イベントログファイル 

  プログラム起動画面で表示したイベント情報をファイルに保存します。  

  表示イベントログファイルは１ファイル作成します。 

 

７－２－１.格納パスとファイル名 

 

   以下のパスを使用します。 

①￥ＥＶＥＮＴ＿ＤＩＳＰ．ＬＯＧ   

   

   ①『５－１－１ 環境設定タブ』で指定した表示イベントログファイル格納パス  

   

   例）蓄積ファイル格納パス“C:\ RialHost \DataCollection” 

      

     C:\ RialHost \DataCollection\EVENT_DISP.LOG 

 

 

７－２－２.データフォーマット 

 

   表示イベントログファイルをメモ帳で開くと以下の様に保存されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年月日時分秒          イベント内容       

 

７－２－３.ファイルサイズ 

   ５－１－１ 環境設定タブで指定したイベントログファイルサイズで指定した  

   サイズを超えた場合、古いデータから削除を行いファイルサイズの調整をします。  

 

７－２－４.イベント件数 

   イベント件数は、イベント種別Ｎｏ： 05／06／08／10／11 の件数です。 
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７－３.通信ログファイル 

  本プログラムがデータ収集で送受信した通信データを保存します。 

  通信ログファイルは遠隔収集対応モジュール１台に１ファイル作成します。 

  但し本プログラムが認識してない遠隔収集対応モジュールからの収集要求送信や、 

  コマンドエラーのデータは別に１ファイル作成します。  

 

 

７－３－１.格納パスとファイル名 

   

  ・遠隔収集対応モジュール１台に１ファイルの場合 

   以下のパスを使用します。 

①￥ＣＯＭ￥②￥モジュール名称＿年－月－日 .ＬＯＧ  

 

    ①『５－１－１ 環境設定タブ』で指定したイベントログファイル格納パス  

    ②モジュール名称の先頭から３文字 

     ※モジュール名称が３文字以内の場合、②はモジュール名称になります  

 

   例）イベントログファイル格納パス“ C:\ RialHost \DataCollection” 

     モジュール名称“C0100001” 

     ログ作成年月日“2006/03/02” 

      

     C:\ RialHost \DataCollection\Com\C01\C0100001_2006-03-02.LOG 

 

  ・本プログラムが認識していない遠隔収集対応モジュールからの収集要求送信又は 

   コマンドエラーのデータを保存するファイルの場合  

    ①￥ＣＯＭ￥ＥＶＥＮＴ＿ＣＯＭ .ＬＯＧ 

 

   例）イベントログファイル格納パス“ C:\ RialHost \DataCollection” 

     C:\ RialHost \DataCollection\Com\EVENT_COMLOG.LOG 
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７－３－２.データフォーマット 

 

   通信ログファイルをメモ帳で開くと以下の様に保存されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  受信データ 

 

 

     年月日時分秒ミリ秒   送信元ＩＰアドレス  受信ポートＮｏ  

                    ポートＮｏ         受信データ 

 

  送信データ 

 

 

     年月日時分秒ミリ秒  送信ポートＮｏ 送信先ＩＰアドレス 

                           ポートＮｏ  送信データ 

 

 

７－３－３.ログファイルの削除処理 

 

   本プログラムが起動しているＰＣの日付が変わった時に現在の日付から８日以前の  

   の日付のファイル名のファイルを削除します。 
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本プログラムが遠隔収集対応モジュールからの収集要求を受信後に、データ収集を行います。 

  データ収集の設定は、蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）で初期設定を行います。  

本プログラムでは設定内容の変更を行うことが出来ます。  

 

８－１.データ収集設定について 

  データ収集の設定は蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を使用して、下記の内容を設定  

します。 

  設定方法についての詳細は、蓄積設定ツール取扱説明書を参照して下さい  

   ・ＷＡＮＩＰアドレス 

   ・ＷＡＮポートＮｏ 

   ・送信ディレイ時間 

   ・ハートビート 

   ・収集要求送信設定 

   ・日付指定収集要求送信時間 

 

８－２.データ収集方法について 

  本プログラムでは、収集要求送信時間の設定によって、２パターンの収集方法を使用  

できます。 

蓄積したデータをすぐに参照したい場合は、収集要求送信時間は設定しないで下さい。  

①収集要求送信時間を設定した場合・・・１日１回入力した時間に収集を行います。  

②収集要求送信時間を設定しない場合・・遠隔収集対応モジュールが蓄積終了後に収集を 

行います。 

（蓄積設定ツールで設定した蓄積インターバル 

時間と同期して収集します） 

  ※①、②の収集動作を同時に使用することは出来ません。  

 

 データ収集のリトライ通信について 

  本プログラムでは、遠隔収集対応モジュールから収集要求通信を受信することで収集を開始 

  します。 

  遠隔収集対応モジュールの収集要求通信は『８－２ データ収集方法について』で記述 

  されている２パターンで送信されます。 

  それぞれの収集要求通信時に、通信エラーが発生した場合、４０秒後に再度リトライ通信  

  を行います。 

  リトライ通信に失敗すると、遠隔収集対応モジュール内のイベントログに 

  「ＬＡＮ通信エラー」が発生します。 

  収集要求送信時間を設定し、１日１回のデータ収集を行う場合は、上記リトライ通信の他に  

  １時間３０分後に再度リトライ通信を行います。 

 

第８章 データ収集動作について 
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８－３.設定の変更と削除について 

  モジュールの追加登録または削除、蓄積設定の変更または削除を行う場合は、  

下記の手順で操作してください。 

 

  【１】本プログラムを終了します。 

 

  【２】モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）または  

蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を起動します。 

 

  【３】モジュールの削除または蓄積設定の変更を行います。  

 

  【４】起動したモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）または  

     蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を終了します。 

 

  【５】本プログラムを起動します。データ収集が再開されます。  

 

 

 

  本プログラム終了中は、遠隔収集対応モジュールからの収集要求通信を受信することが 

できません。 

  本プログラム終了中に遠隔収集対応モジュールが収集要求通信を送信した場合、 

遠隔収集対応モジュールは約８０秒間、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 

および蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）との通信を保留にします。  

保留中にモジュールの削除または蓄積設定の変更を行った場合、画面上には  

「通信中です」と表示されます。「通信中です」の表示が消えると通信が完了します。  

表示が消えるまでお待ち下さい。 
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８－４.データ欠損時の対応について 

  遠隔収集対応モジュールは、最低過去４日以上のデータを保有しています。  

  日付指定収集要求送信時間、収集開始時間、収集終了時間を設定することで、  

  欠損したデータを日時単位で収集を行うことが出来ます  

 

  ①収集要求送信時間を設定した場合、またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュールを  

使用している場合、下記の操作を行ってください。 

   （１）６－１－２ 日付指定収集タブの設定を参照し、 

       ・欠損データの収集を行う時間→日付指定収集要求時間１～６  

       ・欠損したデータの開始日時 →収集開始時間 

       ・欠損したデータの最終日時  →収集終了時間 

      を入力し、「設定」ボタンを押すことで、指定した時間に欠損データ収集を  

      行います。 

②ジョイントモジュールを使用して収集要求送信時間を設定しない場合、 

下記の操作を行ってください。 

 また、収集要求送信時間を設定しない場合、日付指定収集後（欠損データ収集後）に、  

 自動的に蓄積インターバルと同期した収集は行われません。 

 必ず（２）以降の操作を実施して下さい。 

 

   （１）６－１－２ 日付指定収集タブの設定を参照し、 

       ・欠損データの収集を行う時間→日付指定収集要求時間１～６  

       ・欠損したデータの開始日時 →収集開始時間 

       ・欠損したデータの最終日時  →収集終了時間 

      を入力し、「設定」ボタンを押すことで、指定した時間に欠損データ収集を  

      行います。 

   （２）指定した時間に欠損データの収集がしたら、本プログラムを終了後  

６－１－２ 日付指定収集タブの設定を参照し、 

       ・欠損データの収集を行う時間→日付指定収集要求時間１～６  

      の設定時間をブランクにし、「設定」ボタンを押すことで、日付指定収集要求の  

      設定が削除されます。 

      モジュールへの設定更新は、日付指定収集要求時間１～６で設定していた時刻に  

更新されます。 

※欠損データを収集後、即時に収集を開始したい場合、 

蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）を使用して、日付指定収集要求送信時間１～６  

の削除を行ってください。 

（３）本プログラムを起動し、収集が開始される事を確認して下さい。  

 

 

 

 

 

使用モードの「日報・月報ソフトで帳票を表示する」にチェックを入れていない場合、 

日付指定収集を行うと初回時刻のカウントデータと電力量データは蓄積ファイルに

保存されません。 

カウントデータまたは電力データデータの欠損の修復を行う場合は、欠損したデータ

の開始日時の 1 時間前を収集開始時間に指定して下さい。 
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○ジョイントモジュールの蓄積チャンネル数と蓄積日数について  

                     単位：日（時間指定は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

 

○Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュールの蓄積チャンネル数と蓄積日数について  

                     単位：日（時間指定は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （ ）内は、蓄積１チャンネルあたりの最大データ件数 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 120 分 240 分 時間指定 

１  （204000） 141 708 1416 4250 8500 17000 34000 － 

２  （144000） 97 486 972 2916 5833 11666 23333 － 

４  （96000） 66 333 666 2000 4000 8000 16000 － 

８  （48000） 33 166 333 1000 2000 4000 8000 － 

１６ （28800） 20 100 200 600 1200 2400 4800 － 

３２ （14400） 10 50 100 300 600 1200 2400 － 

６４  （7200） 5 25 50 150 300 600 1200 19年 

１２８ （5760） 4 20 40 120 240 480 960 15年 

２５６ （5760）  20 40 120 240 480 960 15年 

５１２ （2500）  8 17 52 104 208 416 6年 

    蓄積時間 

チャンネル数 
1 分 5 分 10 分 30 分 60 分 時間指定 

１  （204000） 141 708 1416 4250 8500 － 

２  （144000） 97 486 972 2916 5833 － 

４  （96000） 66 333 666 2000 4000 － 

８  （48000） 33 166 333 1000 2000 － 

１６ （28800） 20 100 200 600 1200 － 

３２ （14400） 10 50 100 300 600 － 

６４  （7200） 5 25 50 150 300 19年 

１２８ （5760） 4 20 40 120 240 15年 

２５６ （5760） 4 20 40 120 240 15年 

５１２ （2500） 1 8 17 52 104 6年 
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９－１.エラーメッセージ 

 

  －アルファベット－ 

 

   ○ＤＢに接続できません 

    →ＤＢ接続に失敗しました。 

 

   ○ＵＤＰポートオープンエラー 

    →プログラム起動時に受信ポートＮｏのオープンに失敗しました。  

     他のプログラム等で使用されているか確認してください。  

 

 

 

  －ア行－ 

 

   ○イベントログ格納パスが見つかりません 

    →環境設定タブで設定したイベントログ格納パスが見つかりません。  

     存在するパスを設定して下さい。 

 

○イベントログサイズの指定が違います 

    →環境設定タブで設定したイベントログサイズが範囲外です。  

     １～５の値で設定して下さい。 

 

○イベント表示をクリアします 

    →プログラム起動画面のイベント表示をクリアします  

    ※『ＯＫ』 ：イベント表示をクリアします。 

     『キャンセル』：クリアをキャンセルします。 

第９章 エラーメッセージ 
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－サ行－ 

 

   ○収集開始日時、収集終了日時を指定する場合は日付指定収集要求送信時間を  

    指定して下さい 

    →日付指定収集タブで収集開始日時、収集終了日時が入力されていますが、  

     日付指定収集要求送信時間が入力されていません。 

     日付指定収集要求送信時間１～６のいずれかを設定して下さい。  

 

   ○収集開始日時と収集終了日時を両方指定して下さい 

    →日付指定収集タブで収集開始日時、収集終了日時のいずれかが入力されていません。 

     収集開始日時と収集終了日時を両方設定して下さい。  

 

   ○収集開始日時の指定が違います 

    →日付指定収集タブで収集開始日時の入力された日付が正しくありません。  

     正しい日時を設定して下さい。 

 

   ○収集開始日時は収集終了日時より以前の日時を指定して下さい 

    →日付指定収集タブで収集開始日時が収集終了日時より後の日付になっています。  

 

   ○収集終了日時の指定が違います 

    →日付指定収集タブで収集終了日時の入力された日付が正しくありません。  

     正しい日時を設定して下さい。 

 

   ○収集要求送信時間又は日付指定収集要求送信時間の時間が重複しています  

    →日付指定収集タブで収集要求送信時間又は日付指定収集要求送信時間の時間が  

     重複しています。重複しないように設定して下さい。  

 

   ○収集要求送信時間の指定が違います 

    →日付指定収集タブで収集要求送信時間の時間が正しくありません。  

     正しい時間を設定して下さい。 

 

○収集要求送信時間＋送信ディレイ時間が２４時を超えないように設定して下さい 

→日付指定収集タブで収集要求送信時間の時間が正しくありません。  

  正しい時間を設定して下さい 

 

   ○受信ポートＮｏが変更されました。プログラムを再起動して下さい  

    →環境設定タブで受信ポートＮｏが変更されました。プログラムを再起動するまで  

     受信ポートＮｏの設定を更新しません。 

 

   ○受信ポートＮｏの指定が違います 

    →環境設定タブで受信ポートＮｏ設定した値が範囲外です。  

     ０～６５５３５の範囲で設定して下さい。 
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   ○使用中のリアルリンクツールを終了してからプログラムを起動して下さい 

    →データベース管理ツールまたはモジュール登録ツールと同時に  

     本プログラムは起動できません。 

      

 

  －タ行－ 

 

   ○蓄積設定ツールをインストールしてからプログラムを起動して下さい 

    →蓄積設定ツールで遠隔収集対応モジュールに蓄積設定を行ってから、  

     本プログラムを起動してください。 

 

   ○蓄積ファイル格納パスが見つかりません 

    →環境設定タブで設定した蓄積ファイル格納パスが見つかりません。 

     存在するパスを設定して下さい。 

 

   ○通信ログファイル格納パスが見つかりません 

    →環境設定タブで設定した通信ログファイル格納パスが見つかりません。  

     存在するパスを設定して下さい。 

 

   ○通信ログサイズの指定が違います" 

    →環境設定タブで設定した通信ログサイズが範囲外です。  

     １～５の値で設定して下さい。 

 

   ○ディレイ時間の指定が違います 

    →日付指定収集タブで設定したディレイ時間が範囲外です。  

     ０～５９の値で設定して下さい。 
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  －ハ行－ 

 

 ○ハートビート間隔の指定が違います 

    →ハートビート間隔の設定が正しくありません。 

     ０，１，５，１０，３０，６０，１２０，２４０の中から設定して下さい。  

 

   ○ハートビート間隔は「0/1/5/10/30/60/120/240分」から指定していください    

    →ハートビート間隔の設定が正しくありません。 

     ０，１，５，１０，３０，６０，１２０，２４０の中から設定して下さい。  

 

   ○日付指定収集要求送信時間の指定が違います 

    →日付指定収集タブで日付指定収集要求送信時間の時間が正しくありません。 

     正しい時間を設定して下さい。 

 

 ○日付指定収集要求送信時間＋送信ディレイ時間が２４時を超えないように設定して下さい    

→日付指定収集タブで日付指定収集要求送信時間の時間が正しくありません。 

     正しい時間を設定して下さい。 

 

   ○表示イベントログ格納パスが見つかりません 

    →環境設定タブで設定した表示イベントログ格納パスが見つかりません。  

     存在するパスを設定して下さい。 

 

 

   ○表示イベントログサイズの指定が違います 

    →環境設定タブで設定した表示イベントログサイズが範囲外です。  

     １～５の値で設定して下さい。 

 

  －ラ行－ 

 

   ○"ログイン名を入力して下さい 

    →ＤＢ接続タブでログイン名を入力してません。 

     ログイン名を入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〒１５０－０００１ 東京都渋谷区神宮前６丁目１６番地１９号 

電話 03(3400)6141(代表)    FAX 03(3409)3156 

ﾎ－ﾑﾍﾟ－ｼﾞ http://www.watanabe－electric.co.jp 

(ＪＲ原宿駅／東京メトロ千代田線明治神宮前駅下車) 
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